
　親と子を結ぶものはいろいろ考えれます。親子のコミュニケーションは、食事が体をつくる
のと同じくらい、子供の心をつくっていきます。日ごろのあなたの言葉かけは、子どもの心育
ちにどんな栄養を提供していますか。ここでは、あなたが投げかける言葉かけについて考えて
みましょう。

子供はどんな言葉を期待しているのでしょう。

子供が学び方を身に付けるためには、どんなアドバイスが考えられるでしょう。

その言葉は、子供をどんな気持ちにさせますか。



親子の会話では、子どもの気持ちをつかみながら、話し方を変える必要が
あります。次のような時、どんなことに気をつけて言葉かけしますか。
グループごとに話し合ってみましょう。

親子の会話では、子供の気持ちをつかみながら、話し方を変える必要が
あります。次のような時、どんなことに気をつけて言葉かけしますか。
グループごとに話し合ってみましょう。



お子さんへの言葉かけについて振り返ってみましょう。

①あなたのお子さんへの言葉かけはどうでしたか。

②子供への言葉かけとして、自分のこんな言い方をこう変えていきたいと思うところが
 ありますか。



「子どもの生活と学びに関する親子調査」2015-23 東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
　子どもの幸せ実感　調査結果からわかること（2024.2.29）

＊小４～高３生の子どもの回答。子ども全体の数値は、小４～６生：中学生：高校生＝１：１：１になるように重みづけを行った。
＊肯定群は父親・母親との会話をたずねる質問に「よく話す」「ときどき話す」と回答した子ども、否定群は「あまり話さない」「まったく話さない」と
　回答した子ども。
＊幸せ実感は、「自分は今、幸せだ」と「自分は将来、幸せになれる」について「とてもそう思う」４点～「まったくそう思わない」１恬として合算し、
　８～７点を「幸せ高群」、６点を「幸せ中郡」、５～２点を「幸せ低群」とした。「幸せ低群」の数値は省略した。相関関係は、幸せ実感得点とそれぞ
　れの会話との関連をみた。**ｐ＜0.01
＊紙面の関係上、高校生の数値以外を抜粋している。


